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比叡山に伝わる修行のひとつで、比叡山の峰々の定め

られた260にも及ぶ箇所を、自分の足だけを頼りに揮

みなから巡拝する修行である。行が半ばで挫折すると

きは自ら生命を断つという決意を示す『浄衣』という白

装束をまとい、7年間かけて1000日間巡拝する。一日

に30kmの行程を700日間巡拝した後に、行の最難

関である9日間の“堂入り”に断食・断水・不眠・

不臥で挑む。800日目からは一日50キロの赤山苦行を

100日、翌年には一日84キロの京都大廻りを100日、

そして最後の100日は30キロ行じて初めて満行となる。

峰々を拝みながら巡ることにより、この世のものすべて

が仏になれる要素をもっているという『悉有仏性』の

思想を体得する、とても厳しい荒行である。

大行満天阿閣梨とは千日回峰行を満行した人の尊称

であり、生身の不動明王として崇められる。

比叡山延暦寺支障別願道場

嬢俺耶山伊崎専任職。

昭和34年　群馬県前橋市生まれ。

昭和49年　15歳で得度。

昭和60年　比叡山に三年籠山

昭和63年　延暦寺一山円竜院住職拝命

〝　　　千日回峰行に出峰

平成6年　千日回峰行を満行。

天正年間以降四十八人目の

大行満大阿闇梨となる。

平成18年　伊崎寺住職拝命

平成20年　12月より伊崎寺（滋賀県近江八幡市）に

居を移し、寺門の興隆にご尽力されている。
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